
昭和 54 年 5 月 南座 

主な配役 

 

昼の部 

「城崎みやげ」 

女客やす子（秋葉陽子） 同加奈子（中根里美） 男客秋本（原田介次） 同張

山（松田寛） 芸妓色香（生島康子） 若い夫宮川（宮路拓也） 若い妻まち子

（田代博子） 友人前田（守田秀郎） 芸妓光弥（青葉寿々代） 岡本忠平（長谷

川稔） 芸妓君葉（御園恵美子） 出前持三太郎（喜美川竜八） 忠平の妻おな

み（岸本康子） 前田の妻秀子（御陵多栄子） 前田商店店員市村（武田茂雄） 

土産物店店員信田（沢田光生） 旅館の番頭高橋（曽我廼家五九郎） 酔客星

田（喜多康樹） 同月野（金乃成樹） 宗三郎の恋人志津子（滝由女路） 旅館

の女中おしも（佐久良国子） 同おくに（林千恵） 忠平の息子宗三郎（中川雅

夫） 雨の中を行く人（内山栄一・羽根田竜美・名古屋五十三・梓太郎・木曽川

満） 

 

「大和の詩」 

バスガイド映子（滝由女路） 観光客A（喜美川竜八） 同B(岩田正） 同C(里見

たかし） 孝一の妹タマコ（月城小夜子） 寮の指導員由利子（大津十詩子） 僧

侶光栄（東光男） 寺務員太田（曽我廼家五九郎） 石津君枝（四条栄美） 同

母政代（勝浦千浪） 老人近田長介（伊吹聡吾朗） 老妻おまん（酒井光子） 

孝一の弟純二（小島慶四郎） 建築技師山本（服部哲治） 清水孝一（藤山寛

美） 観光客男（宮路拓也） 同女（御園恵美子） 問屋の店員高橋（武田茂雄） 

孝一の父新造（伴心平） 純二の妻友子（羽衣美沙代） 新造の妹末子（滝見す

が子） その良人西田（八木五文楽） 近所の主婦咲子（岸本康子） 僧侶敬信

（渋谷天笑） 君枝の元良人小川（曽我廼家文童） 観光客（沢田光生・原田介

次・内山栄一・松田寛・羽根田竜美・名古屋五十三・梓太郎・木曽川満・青葉

寿々代・田代博子・林千恵・生島康子・秋葉陽子・中根里美）  

 

「しからば御免」 

役者岩井半八（喜多康樹） 同嵐福蔵（曽我廼家五九郎） 巡礼姉お秋（滝由

女路） 同妹お春（青葉寿々代） 願人坊主安念（長谷川稔） 流し髪結竹松

（曽我廼家文童） 飴屋庄吉（小島慶四郎） 同女房お里（大津十詩子） 鳥追

い女おせん（月城小夜子） 宿の亭主長兵衛（八木五文楽） 同女房おはん（酒

井光子） 同娘お京（四条栄美） 古着屋伝兵衛（藤山寛美） 山城屋手代仙吉

（渋谷天笑） 浪人真咲新九郎（中川雅夫） 絹問屋山城屋市右衛門（東光男） 



同女房お雪（滝見すが子） 同娘お千代（御園恵美子） 勘定奉行山野外記

（伊吹聡吾朗） 絹問屋越後屋藤左衛門（金乃成樹） 同女房おりく（御陵多栄

子） 本多主善守（伴心平） 奥方藤の方（勝浦千浪） 家老倉持三左衛門（守

田秀郎） 家臣甲田（岩田正） 町の女お甲（佐久良国子） 同お磯（羽衣美沙

代） 小姓采女（宮路拓也） 縁日の客老人（喜美川竜八） 同老婆（林千恵） 

同（原田介次・内山栄一・松田寛・秋葉陽子・中根里美） 家臣（沢田光生・里見

たかし・武田茂雄・羽根田竜美・名古屋五十三・梓太郎・木曽川満） 腰元（田

代博子・生島康子） 縁日の客、家臣、腰元その他多ぜい 

 

 

夜の部 

「赤い家・青い家」 

近所の人石井（岩田正） 同宮岡（喜美川竜八） 同咲代（林千恵） 八百屋八

百留（喜多康樹） 近所の人佐倉（宮路拓也） 同久里子（佐久良国子） 塗装

店店員猪田（金乃成樹） 同清川（曽我廼家文童） 海野の妻若子（大津十詩

子） 会社員村田（守田秀郎） 同妻道子（羽衣美沙代） 丸西の家政婦常子

（岸本康子） 親類小岩（長谷川稔） 同娘美子（田代博子） 塗装店主人海野

茂雄（小島慶四郎） 同店員吉田（沢田光生） 海野の弟健一（渋谷天笑） 丸

西の支配人沼田（伊吹聡吾朗） 同店員沢村（里見たかし） 社長丸西善吉（八

木五文楽） 同妻喜多子（勝浦千浪） 同娘礼子（御園恵美子） 宝石商店員米

山（服部哲治） 近所の人（原田介次・武田茂雄・内山栄一・松田寛・秋葉陽子・

中根里美・羽根田竜美・名古屋五十三・梓太郎・木曽川満） 

 

「おやじの女」 

藤一郎の妹やす子（月城小夜子） その友人美代子（滝由女路） 同たみ子（御

園恵美子） 同真知子（青葉寿々代） 同君江（田代博子） 藤一郎の母つる

（滝見すが子） 近所の主婦わか子（岸本康子） 同糸子（羽衣美沙代） 半助

の妻くみ子（御陵多栄子） 知人佐々木（東光男） 三味線ひき野沢半助（藤山

寛美） 人形つかい紋々（喜多康樹） 会社員若葉藤一郎（中川雅夫） その妻

はつ子（四条栄美） 伊勢吉の主人吉造（長谷川稔 興行会社社長大隈（伴心

平） 花村よね（酒井光子） 警官宮本（曽我廼家五九郎） 町内の人林（守田

秀郎） 同竹本（岩田正）  

 

「阿呆な亭主と柏餅」 

魚屋太助（喜美川竜八） 長屋の女房おくま（佐久良国子） いかけ屋松五郎

（沢田光生） 喜六の女房お松（酒井光子） 長屋の婆おたつ（林千恵） 清八



の女房お咲（大津十詩子） 経師屋源助（小島慶四郎） 大工清八（中川雅夫） 

紙屑屋由松（里見たかし） 左官喜六（藤山寛美） 喜六の友だち佐助（喜多康

樹） 同弥七（金乃成樹） 家主正兵衛（東光男） その長男正太郎（宮路拓也） 

その次男正吉（内山栄一） 正太郎の嫁おやす（勝浦千浪） その娘お糸（滝由

女路） 番頭伊八（曽我廼家五九郎） 茶店の亭主仁助（八木五文楽） 仁助の

娘おかる（月城小夜子） 茶屋の女将おたき（滝見すが子） 蔵屋敷の武士阪東

（服部哲治） 芸者千代葉（御陵多栄子） 取的柏餅（曽我廼家文童） 芸者染

菊（四条栄美） 力士錦木（渋谷天笑） 大関柏戸（伴心平） 行司木村庄之助

（伊吹聡吾朗） 角力見物の女（田代博子・青葉寿々代・秋葉陽子・中根里美） 

同男（原田介次・武田茂雄・松田寛・羽根田竜美・梓太郎・名古屋五十三・木曽

川満）  


